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〔結果 ･考察〕 検量線は 25mg/dlまで直線性
を得,血清を用いて得た結果はキシリジルブル













の Mn2十濃度では HKは全 く活性化されなか
った｡
4.痛み
石井誠士 (京都大学医療技術短期大学
部一般教育)
痛みは､次の3つの次元において捉えられる｡
1. 日常性のこととして
日常性における痛みの性格は,現象学的に,
(1)全体否定性,(2)自己性,自覚性,(3)操作不可
能性,絶対的所与性,(4)人格性,(5)認識不可能
性,(6)共苦性,(7)私たちが自己を超えて自己を
形成する自己実現のための必然的契機をなすこ
と,として把握される｡
2. 医学の対象として
医学は,痛みの自然科学的な因果とその因果
を具体的に断ちきる方法との探求をする｡しか
し,従来の医学は,病気の治療を主目的とする
ために,痛みと積極的に取り組むことをしなか
った,と言われる｡それは,痛みの現象の把垣
が困難であることにもよるが,さらに,痛みに
関する従来の医学の ｢通説｣も原因している｡
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